アンケート＆グループトークによる質問事項抜粋

1 防災マップを作成する際、民生委員等のキーパーソンの連携が必須だが、個人情報の取り扱いについて（の壁を）どう突破されたのか？

・防災マップに掲載する個人情報は、あくまで「隣近所の人が知っている程度の情報」に限定
しており、福祉マップと分けています。共有する範囲も、自治会長・副自治会長・民生児童委
員・社会福祉協議会・地域包括支援センター・生活支援コーディネーター・防災リーダー・危
機管理課など、必要最小限の関係者に限定しています。
また、高齢者の一人暮らし世帯など、防犯上配慮が必要な情報については特に慎重に扱
い、共有先を関係機関の中でも限定的なメンバーにとどめています。
こうした情報共有が成り立つ背景には、日頃からの信頼関係の積み重ねがあります。民
生児童委員による見守り活動や、まちづくり協議会が年間を通じて行う事業など、日常的
で地道な活動を通じて、役員と住民との間に信頼関係が醸成されてきました。あわせて、
交流プラザを拠点とした様々な活動により、住民同士の日常的な交流も図られています。
こうした積み重ねがあるからこそ、住民同士の関係性の中で情報共有について一定の暗黙
の了解が得られており、それが個人情報の壁を越える土台となっています。



2 キーパーソンだけでなく、住民同士の団結力の高さの理由や背景があれば知りたい。

・背景には、地区の行事が年間で10回程度計画されており、住民が頻繁に顔を合わせる機会
が確保されていることが挙げられます。
具体的には、自治会総会、敬老会、夏祭り、一斉清掃、市内一斉避難訓練、スポーツ交流会、
荒神社秋祭り、地域交流行事、健康ウォーキング、百歳体操、いきいきサロン、日帰り旅行
など、多様な行事・活動が年間を通じて行われています。
こうした催事に繰り返し参加することで住民同士が自然と顔見知りになり、日常的なつな
がりが積み重ねられています。この継続的な交流の積み重ねが、住民同士の団結力の高さに
つながっていると考えられます。
3 夜間での一人暮らしや高齢者に対しては、黄色いタオルの他に、特別な取り組み・対応をされているのか？→なかなか自宅から避難をされない方等に対して…

・特別な取り組みはしていません。これから考えて行かなければいけないと考えています。
大きな災害が無いので、避難を促すことはありませんが、夜間など気になる時、気になる
人には民生児童委員が電話をかけるようにしています。


4 防災マップはどこかに掲示してあるのですか？

・個人情報を含む内容であるため、常時の掲示は行っておらず、現在はマップの製作に携わ
った関係者のみが閲覧できる状態にとどめています。
今後については、避難訓練の実施時など、必要な場面に限定して掲示していくことを予
　　定しています。


5 災害時の見守り、声掛けは、個人がどこまでできるか線引きをしていますか？

・明確な線引きは特に設けていません。災害時はまず自分自身の安全を確保することが大前
提となるため、それを踏まえた上で、「向こう三軒両隣」という言葉があるように、隣近所に
声をかけ合い、一緒に避難する程度の関わりを基本としています。
また、平時から近所同士で声をかけ合ったり、夜間に家の電気がついているかどうかを
気にかけたりするなど、日常的にお互いを気にかける住民が多いのも実情です。
線引きの範囲をどこまでにするかということよりも、一人暮らしの方などの情報が近隣住
民やキーパーソンにきちんと伝わり、共有されていること自体が重要であると考えていま
す。

